
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・児童の実態に応じて学びを深めること
のできる授業の実践

○算数科において、「問題場面を絵や図で表し、
交流活動の中で自分の考えを説明することがで
きた」と回答する児童の割合を８０％以上
○「進んで1人1台端末を活用できた」と答える児
童の割合７０％以上

・ブロック操作、絵や図での説明等、児童の発達段階
に応じた算数的活動に力を入れる。
・児童の発達段階に応じた１人１台端末の活用場面を
増やす。 A

・算数科において児童にブロック操作をさせたり、絵や図に書き込みを
させたりして自分の考えを説明したり問題を解いたりしている児童の割
合は９４％で目標を達成することができた。
・１人１台端末を進んで活用しているという児童の割合は、2回目のアン
ケートにおいても１００％で、目標を達成することができた。

A

・算数科の取組みの結果をみると、児童の実態に応じて学びを深める
ことができる授業の実践ができている。
・１人１台端末を進んで活用している児童の割合が今後も１００％が続く
よう活用場面の工夫を行って欲しい。基本となる読み、書き、計算を今
後も徹底してほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○「道徳の授業で、進んで考えることができた」と
答える児童の割合を８０％以上
○「道徳の授業によって豊かな心を育めている」
と答える保護者の割合を８０％以上

・道徳の授業づくりの工夫を行うとともに、保護者
アンケートを実施して、指導改善に役立てる。
・道徳の授業を年に１回以上保護者に公開する。 A

・全学級で道徳の授業を保護者に公開した。
・「道徳の授業で、進んで考えることができた」と答える
児童の割合は、97％であった。「道徳の授業によって豊
かな心を育めている」と答える保護者の割合は、97％で
あった。

A

・全学級で道徳の授業を保護者へ公開することは、今後も続けてほし
い。
・児童と保護者が一緒に思いやりの心を育てていくのは、大事だと思
う。
・アンケート結果が示すように、道徳の授業がよい結果につながってい
る。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇心のアンケートで「子どもの様子について不安なこと
がありませんでしたか」の問いに、「ない」と答える保護
者９５％以上。「嫌なことや悲しかったことがなかった」
と答える児童９５％以上とする。また、アンケートからで
た事案については１００％対応する。

・毎月、保護者・児童全員に対し、「いじめ・いのちを考
える心のアンケート」を実施し、気になる事案があれば
直ちに対応する。
・児童支援、学級経営を円滑に行うため、ＱＵテストお
よび教育相談週間を２回実施する。

A

・保護者アンケートの結果、「学校はアンケートの結果を生かし
ながら、いじめ未然防止、早期発見に努め、必要に応じて指
導が行われている」と回答した保護者の割合は９７％であっ
た。児童アンケートでも「いやなことや悲しいことがなく学校は
楽しい」と答えた児童の割合は９７％であった。

A

・いじめはいつ起こるか分かりませんし、いじめは起こり得るものだとい
う意識を常にもって、いじめの早期発見、早期対応に努めていただきた
い。
・保護者アンケートでは、いじめ対策や対応に関する評価は高い。
・「学校は楽しい」と答える児童の割合が高く、取り組みが充実している
ことが伝わる。これからも児童のことをしっかり見てほしい。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童８５％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童８０％以上

①児童のよさが発揮できる教育活動を行い、認
める声掛けをし、よさをほめる。
②キャリアパスポートの内容を工夫し、自身の変
容や成長を自己評価したり、振り返ったりするこ
とができるようにする。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と答える児童
の割合は100％であった。縦割り班活動や児童集会などを子ども主体

で行い、全職員で子どもの頑張りを認める声掛けを行った。

・「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童は９７％であった。全校
や各自で掲げた目標に取り組み、振り返りと称賛を継続して行い、自
己の変容や成長を実感できる時間を継続して設けた。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と答えた児童
の割合が100％であったことは非常に評価できる。
・全職員で子どもの頑張りを認める声掛けをして、児童一人一人に向き
合ってくれている。今後も続けて欲しい。
・児童数は減ってきているが、縦割り班活動を続けてください。
・児童が自分に自信をもてる教育が三瀬では、もっとやれると思う。

○人権・同和教育の充実 ○「いやなことや悲しいことがなく、学校は楽し
い」と答える児童の割合を８０％以上
〇人権意識を高める。

・「ぽかぽかの木」（よいところ見つけ）を実施する。
・学期に１回、人権教室や人権集会を実施する。
・異学年集団による毎朝の登校班や縦割り班活動を実
施し、児童間の交流を図る。 A

・「いやなことや悲しいことがなく、学校は楽しい」と答える児童の割合
は、９７％であった。
・人権教室や人権集会は、人権・同和教育の年間計画に沿って着実に
実施している。また、上記アンケート結果からも人権意識が高まってい
ると判断する。
・登校班や縦割り班活動を通して、異学年交流ができている。

A

・「いやなことや悲しいことがなく、学校が楽しい」と答える児童の割合
が毎年１００％となるよう学校全体で取組みを行って欲しい。
・先生方が楽しいと思う学校は、児童にとっても楽しいと思える学校に
なると思う。
・定期的な人権教育や人権集会があり、その中で児童の意識が高まっ
ていることが伝わってくる。
・①「運動習慣の改善や定着化」

❷「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
❸「安全に関する資質・能力の育成」

①授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で３００分以上の児童生徒８０％以上
❷「健康に良い食事をしている」児童９０％以
上
❸児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。

①縦割り班での遊びの時間を定期的に設けるととも
に、縄跳び大会等を実施する。休み時間の外遊びを推
奨し、個々の健康維持と体力の向上を図る。
❷給食の時間等の指導を通して、食育を推進してい
く。
❸年度の早い時期に交通安全教室を開催し、安全な
自転車の乗り方や歩き方の訓練を行ったり、地区児童
会、集団登下校、学級活動の中で継続して指導したり
する。

A

➀全校参加の縄跳び大会を実施した。練習時間も十分に確保
することができた。全児童の9７％が毎日1度は運動できてお
り、今後も奨励する。
②「好き嫌いなく食べている。」と答えた児童は８８％、「朝食は
毎日きちんと食べている。」と答えた児童は９４％であった。給
食時間等で食に関する指導を今後も継続していく。
③３月末まで、児童の交通事故は０（ゼロ）だった。登下校時
の児童の様子や学級指導の際の発言や反応からも、交通安
全の意識が全児童に浸透していると判断できる。

A

・生涯健康でいるために、小学生の時が大事だということを皆
が理解できたらいいと思う。
・運動習慣の改善や食習慣と食の自己管理能力の育成につ
いては、成果が見えにくい部分もあると思うが、今後とも継続
して地道に取り組んでいただきたい。
・食育について、しっかり実施されている。
・交通事故ゼロは、素晴らしいと思う。朝、夕の車の多い時間
もルールを守れていると思う。
・登下校時の交通安全については、日々指導をお願いすると
ともに地域の方からも話を聞いていただきたい。

○基本的生活習慣の定着 〇毎週、週のはじめに生活チェックを実施し、「ハンカ
チ・ティッシュを持っている」「爪を切っている」「朝ご飯
をたべている」のすべてが〇の児童を９０％以上にす
る。
〇１日３回歯を磨く児童を８０％以上にする。

・週１回生活チェックを実施する。
・６月に歯みがきがんばり週間を設定したり、長期休業
中の歯みがきカレンダーを配布したりして、歯みがきの
習慣化を図る。
・歯科校医と連携し、歯と口の健康指導を実施する。

A

・週1回の生活チェックでは、８～９割程度が〇である。ほぼ決まった児
童ができていないので、継続して働きかけていきたい。
・全学年に歯科保健指導を歯科校医の協力のもと実施した。アンケー
トの結果、1日３回歯みがきができている児童は６８％、だいたいできて
いる児童は２７％であった。休日や長期休業中ができていない傾向に
ある。

A

・基本的生活習の定着は、家庭での習慣づけが不可欠なので、保護者
との連携や情報交換を行いながら進めていただきたい。
・学校でも子どもたちへの動機づけや根気強い御指導をお願いした
い。
・本当に歯磨きは大事な習慣なので、もう少しチェックの回数を増やし
てもよいかと思う。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人
当たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・職員各自に時間外勤務の月平均40時間以内を目標
に、互いの分掌事務遂行の手立てを共有させること
で、タイムマネジメントについて意識を高める。
・会議は時間厳守で、連絡事項等は簡潔に行う。ま
た、長期休業中は、会議や研修を集中して行い、教材
研究、学級事務等の時間を確保し、年休取得につなげ
る。

A

・「時間外勤務の月平均40時間以内を目標にして、タイムマネ
ジメントを意識している」と答えた職員は88％であった。職員間
で情報共有をしながら業務を遂行し、タイムマネジメントを意識
して計画的に進めることができた。時間外在校等時間は、減っ
てきている。
・年間20日の年次休暇のうち、年間年休取得14日以上の職員
が70%で、ある程度の年休取得ができている。

A

・ワークライフバランスを考え、先生方の時間外の仕事が減っ
ていることが評価できる。
・職員の心身の健康を向上させることは、本人はもとより児童
や学校のためにもなるのではないでしょうか。
・大変お忙しいとは思いますが、先生方が児童と直接関わる
時間が少しでも増えることを希望する。
・年休取得も年間20日を目指して取り組んでください。

○職員の心身の健康 〇本校独自に設定したストレスチェックを定期的
に行い、ストレスサイン１０項目のうち、該当する
ものが２項目以下の職員８０％以上を目指す。

・心身の不調を防ぐために、ストレスチェックをも
とに、日々のコミュニケーションを大切にし、ケア
の充実を図る。 A

・ストレスサイン10項目のうち、該当するものが２項目以下の
職員は、83％で目標数値は達成した。今後も、コミュニケー
ションを大切にし、安心して働きやすい職場づくりに努め、職員
の心身の健康を守るよう心掛ける。

A
・ストレスに対する取り組みも重要なので、日頃から職員間でのコミュ
ニケーションを心掛け、助け合い、話しやすい雰囲気づくりに努めてい
ただきたい。
・管理職の方もできるだけオフの時間を作ってください。

●特別支援教育の充実

○全職員による共通理解と校内支援体
制の充実

○特別支援教育に関する専門性が向上したと回
答した教職員８０％以上

・特別支援教育に関する講師招聘職員研修を実施す
る。
・ケース会議（スクラム会）を開催するとともに、学校支
援会議を実施し、情報共有をする。 A

・夏季休業中に、講師招聘職員研修を実施し、支援の向上に努めた。
(特別支援教育に関する専門性が向上したと回答した教職員は１０
０％)
・ケース会議（スクラム会）を９回開催するとともに、必要に応じて支援
会議を実施し、情報交換しながら、よりよい支援の方法を探ることがで
きた。

A

・研修会とケース会議を実施されており、支援の向上に前向きに取り組
まれている。よりよい支援に向けた取り組みが伝わってくる。
・今後も研修会やケース会議の開催など、様々な方法で情報共有や情
報交換を行って、特別支援教育を充実させてください。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○志を高める教育

◎ふるさと三瀬への郷土愛の育成 ◎ふるさと学習を通して、「三瀬を好き」と答
える児童を８０％以上にする。

・地域人材を活用し、系統的なカリキュラムを実
践する。
・体験活動、調べ学習を通して、自然・産業・歴
史・環境に触れさせ、ふるさと三瀬を好きな児童
を育てる。

A

・老人クラブに限らず、社会福祉協議会などの外部講
師を招いての学習を行うことができている。
・教育アンケートの結果、ふるさと三瀬を好きな児童が
100％であった。今後もふるさとを愛することができるよ
うな活動を行う。

A

・今年度もアンケートでふるさと三瀬を好きな児童が１００％であったの
は、すばらしい。我々も今まで以上に協力したい。
・今後も地元の方と交流して学ぶ取り組みは、継続していただきたい。
・今年度初の試みとなった合同体育大会の更なる充実を望む。

○小中一貫教育

○小中合同行事の充実 ○小中合同の行事、体験活動において「楽し
かった」と回答する児童の割合８０％以上を目指
す。

・行事ごとに振り返りを書かせ、それを掲示板に
貼り、交流を深める。

A
・教育アンケートの結果、「体育大会や芋苗植えな
ど中学部といっしょに行う行事は楽しい」と回答した
児童は100％で目標を達成することができた。 A

・三瀬でしかできない行事を充実させていただいている。アンケート結
果が100％なのもすばらしいと思う。
・小中合同行事の実施については一貫校の強みでもあるので、今後も
継続・充実していただくとともに、三瀬校のよさや取り組みをもっと外部
に向けてアピールしてほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立三瀬小学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５ 総合評価・
  次年度への展望

・校内研究では、1人1台端末の活用を通して、児童一人一人の深い学びを実現するための授業実践をし、全職員が研究授業を行うことができた。今後も、1人1台端末の効果的な活用の在り方を探っていきながら、９年間の学びのつながりにつ
いて研究を深めていく。
・「基本的生活習慣の定着」「運動習慣の定着や望ましい食習慣の育成」「学力の向上」など、家庭と連携を図りながら、児童が自ら意識して、主体的に取り組む力を育成していく。
・地域や家庭、中学部と連携して、三瀬の地域・自然・地域人材を活用し交流しながら学習や行事を進めてきた。継続して、三瀬を愛する心を高めるとともに、コミュニケーション力、表現力の向上を目指していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・校内研究では、少⼈数や個⼈でも学習を深めることができる学習スタイルの構築を目指し、全職員が研究授業を⾏うことができた。今後、交流する場の⼯夫を取り⼊れ、⼩中⼀貫教育の実践として研究を深めていく。
・「基本的⽣活習慣の定着」「運動習慣の定着や望ましい⾷習慣の育成」「学⼒の向上」など、家庭と連携を図りながら、児童が⾃ら意識して、主体的に取り組む⼒を育成していく。
・地域や家庭、中学部と連携して、三瀬の地域・⾃然・地域⼈材を活⽤し交流しながら学習や⾏事を進めてきた。継続して、三瀬を愛する⼼を⾼めるとともに、コミュニケーション⼒、表現⼒の向上を目指していく。

２ 学校教育目標 ふるさとを愛し⾃信と誇りをもち、未来を拓く⼦どもの育成 「学び・こころをつなぐ⼩中⼀貫教育の実践」

３ 本年度の重点目標
①９年間の学びをつなぐ⼩中⼀貫教育の取り組み             ④⼀⼈ひとりを⼤切にする教育の推進
②志を⾼める教育の推進                        ⑤豊かな⼼を育む教育の推進
③学⼒の向上（基礎・基本の充実）と⾃⼰教育⼒の育成          ⑥健やかな体を育む教育の推進


